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2-4 コルトーナ観光プロジェクトでの研修  

 

 

＊  2019 年イタリア地域精神保健研修報告  第 7 回  

                                            

2 トスカーナ州ヴァルディチアーナ保健区での研修  

2-3 グループホーム VITA での研修  

 

 エデュカトーレのステファーニアさんに話を伺います。  

ステファーニアさんは PINOCCHIO のエデュカトーレとして仕事を

はじめられ、Koine 協同組合が新しく VITA を作ることになりこちらに

移動したとの事です。  

 

 隣の CASA DI PINOCCHIO は重度の障害のある方のための施

設ですが、VITA は 18 歳から 35 歳までの障害の度合いの軽い人

たちが生活する施設です。  

現在 25 人の方々が生活しています。学校に通っている方や卒業された方もいます。  

自立した生活が出来るように、各人の能力に応じた日常生活が出来るような様々なトレーニングをして

います。障害のある方たちが一般の家庭生活が出来るように、あとは社会的な或いは個人的な人間関係

を作るための機会を与えています。  

自立した生活を送るためには仕事をしなくてはいけません。どの程度の仕事が出来るようになるか、その

ために様々な環境、農園や菜園があります。またマニュアル的な仕事の訓練をしたり、様々な活動をここで

は行っています。  

就労をするため基本的には社会の中に出なくてはいけません。この施設の中ではなくて外の社会ネット

ワークの中で訓練が出来るようなことを進めています。それは障がい者だけが集まって行うのではなく一般

の方たちと交流しながら、持っている潜在的な能力を開発していくように心がけています。大事なのは障が

い者が持っている願い、希望を知る事、それを良く聞いてあげることが大変重要であり、それを実現するた

めに実行していく事が私たちの仕事だと考えています。  

人によっては絵を描きたい、写真をやりたい、という人のためには能

力を開拓するために専門家が付いて訓練します。ここに来ている人た

ちは我々が一緒になって非常に重要な仕事を見つける訓練をします。

しかしここに来ている人の多くは障害の程度が軽いため補助金を得るこ

特定非営利活動法人（NPO法人）  

精神保健福祉交流促進協会 Refresh Project 

〒130-0001 東京都墨田区吾妻橋2-17-7-801 

  毎月1回発行  E-mail  ref-pj@mx5.ttcn.ne.jp 

  発行責任者 ： 志井田美幸/ 長野敏宏/ 仁木守  

            連絡先  070-8438-0688 

http://www2.ttcn.ne.jp/ref-pj/


2 

とが出来ません。という事は自分で仕事を見つけて自活しなくてはいけないのです。だから就業能力を開

発していく事は非常に大事なことなのです。  

州は軽度の障がい者のため一定の補助金を出し、この様な就労を

支援するプログラムを実施しています。そしてそのプログラムを実践する

にあたり州の方針で、誰も取りこぼしが無い様にと言われております。  

一人の女性がパン屋さんで働いています。クリーニング屋さんで働い

ている方、農業事業体の方、テニスクラブの喫茶店などクラブの施設で

働いている方、それから現在 7 名位の方が地元の考古学博物館で就

労を目指していますが、3 名位は切符売り場などの業務に就労できる

と考えております。最終的には博物館でガイドが出来るくらいまでレベルを上げていきたいと考えています

が、先ずは質問されたときに答えられるくらいのレベルを目指しています。  

社会のネットワークの中で障がい者の持っている問題を共有してもらうことが大変重要です。ネットワーク

を通じて様々な就労支援活動をしています。  

この施設は全く普通の家のような作りをしています。現在ここに寝泊まりしている利用者は一人もいませ

ん。将来は寝泊まりできるようになるかもしれませんが、現在は全員が通ってきています。毎週金曜日に全

員で会食するようになっていて、その食材を木曜日に自分達で買い出しに行きます。活動日は月曜日の

午後、火曜水曜の午前、木曜日の午後、金曜日は終日ですが活動日に全員が来るという事ではなく、学

校に行っている方や仕事をしている方などもおりますので、必要に応じで来ています。また土日は外部で

活動することが多いので、この建物は休みです。彼らがディスコに行きたいなどの希望があると土日を利用

して一緒に行きます。  

このプロジェクトは 3 年前 3 名から始めました。現在は 25 名で殆ど

の人が自立した生活が出来るようになってきていて、一人でピザを食べ

に行く方や運転免許を取った方もおります。勿論我々が免許を取れる

ように支援した結果です。土日は好きなことが出来る個人の時間でもあ

ります。また夏には 3 日間アドリア海の海岸に出かけて行ったこともあり

ます。今度は 5 日間くらいの船旅をしようかと計画しております。  

この様にこのプロジェクトでは将来、この建物で出来るかは判りませんが、寝泊まりが出来る普通の生活

の場として整備し、ここから仕事に通えるような施設にできればと考えています。このプロジェクトの目標は、

私たちが支援しなくても自立して普通に生活していけるようになって頂く事です。  

ここの利用者は夫々の家族が大変重要な役割を果たしてくれています。この施設を始めたころ利用者

とその家族は、隣に重度の障がい者の施設があることが大変不満でした。しかし隣で症状が改善しこちら

の施設に替わる方や、なかには本人が自覚して隣の施設に移動する方もおり、うまく 2 つの施設が関係

性を持って活動できています。  

 

Q)ここでのエデュカトーレの仕事はどの様な事ですか？  

A)一番の仕事は利用者の望みを聞くことです。ここでは利用者はある程度自立できているので、夫々

が希望を話してくれます。そして希望を叶えるために様々な活動を計画します。  

Q)利用料はどの様になりますか？  

A)無料です。ヴェルディチアーナの 5 つの自治体からのプロジェクト支援金で運営されています。実験

的なプロジェクトとして最初は 1 年間で行われましたが実績が認められて継続して支援を受けていま

す。利用者は食事代として週 7 ユーロ払っていただきますが、支援金は各人当たり週 100 ユーロ位使

えるので利用者が皆で話し合って使用方法を決めています。  

Q)この施設の上限人数は何名位ですか？  
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A)30～35 名位と考えていますが、特に決められている訳ではありません。今日は 10 名位来ています

が、都合に合わせて皆さん来ますので、何名来るかは日によって違います。金曜日の会食の時は大体

毎週 16-7 人が来ます。公共のバスで来る方が殆どですが、中には自分の車を運転してくる方もいます

し友達がそこに乗ってくる場合もあります。  

Q)卒業した人は何名いますか？  

A)残念ながら未だ誰もいません。  

                                        有り難うございました。  

 

 

2-4 コルトーナ観光事業プロジェクトでの研修  

  

プロジェクトを運営している団体の創立者ニコーラさんにお話を伺います。  

 

 私は大学では経済学を学んだのですが、14 年位前までイタリアの国

際的なコープで仕事をしていました。  

ボルゲージ先生との関係ですが、先生は 1994 年からボスニアの戦

争後のトラウマを診るという仕事をしていました。そしてその時期にコー

プで働いていた私は先生と関係が出来たのです。そして 2010 年にこの

プロジェクト活動を始めました。  

 活動目的は、写真を広めるプロジェクトであります。コルトーナで世界的な写真

展を 2011 年から企画運営しています。そして私たちのプロジェクトは 2 つの重要

な性格を持っています。1 つは私たちが忘れてしまったような歴史を思い出すこと

です。もう 1 つは若者にボランタリーで活動に参加して頂く事です。出来るだけ若

いときに活動していただいて、放置された歴史的資産を蘇らせることです。この城

塞も長い間放置されていましたが、我々グループが入っていって掃除をして整備

をするという作業から始めました。  

我々が行ってきた国際的なフェスティバルが有名になってきたので、2015 年か

ら補助金 40 万ユーロが州と地元銀行から出るようになり、市が保有する歴史的

資産の整備活動をしてきました。またこの城壁の入場料や売店の売り上げなども

整備費用に充てられています。修復終了以降は文化的施設といて活

用していきたいと考えております。1 つはレベルの高い様々な展覧会を

開催する事を狙っています。また人材養成の施設としても活用しようと

考えています。ナポリやフィレンツェの大学、カナダやオーストリアの大

学と協力して文化的事業を進めています。非常に野心的なプロジェクト

で、ここ 10 年間の活動で精神障がいの方たちとの関係が生まれてきま

した。そして去年の段階で 12 名の精神障がいのある方の就労が実現

しています。皆さん精神保健局の方から紹介される形で来られていま

す。週のうちのわずかな時間かもしれませんが、我々が監督しながら簡

単な仕事から行っていただいております。我々がというよりも彼ら自身が

小さい仕事でも責任をもってやれるという事、そして社会的な関係が作

れるという事で、彼らにとって非常に重要な事と思います。例えば仕事

の時間を厳守する事などは重要な練習になっているのではないでしょう

か。僕らが監督しているなかで非常に嬉しいのは、障がいのある方がこ
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こでの就労を通して成長していく事です。毎年のように技術・能力を高

めていく様子が見て取れます。また先に来ている方たちが後から来た方

たちに協力する形で関係を持って仕事をされています。 

勿論それらが良い方向で進むように会議もしています。彼らにとっても

我々とっても効果的で有効な機会になっていると思われます。  

 文化的事業を様々な観点から活用するという事です。問題を抱え障が

いを抱えている方たちが社会に溶け込んで生活していけるよう、我々は

一貫してその様な活動を行っています。  

 ボルゲージ先生との関係は最初に述べましたが、障がい者の雇用に

関して最初は 2 か月だけ実験的にやってみようという事で始めましたが、

今まで 12 年間続いています。障がい者が社会的に受け入れる、巻き込

むという事を基本的な目標として国連の仕事まで、様々なレベルで仕事

をしてきました。個人的な事ですが子供が生まれたのでコルトーナに住

むことになりました。そしてこのプロジェクトの責任者になりました。最初

は障がいの方が、教会や展覧会などを自由に見学できるようなプロジェ

クトを作りました。でもその時は 2 万ユーロしか補助金は出ませんでし

た。その金額では車いすの方のサポートまでは出来ず、結果そのプロジ

ェクトは失敗しました。  

今は文化的事業を行う団体を運営しており 70 名位の会員がいます

が、そのうち 3 名は精神障がいのある方です。彼女は看護師のバルバ

ーさんです。団体の会員ですが障がいのある方たちとの懸け橋になって

くれています。 

 

◎バルバーさん  

私はここで働く障がいを持つ皆様のために役立てるよう、この組織の

会員になりました。若い人を中心としたリハビリテーションが快適に行え

るような活動です。若い人のグループは 18 歳から 27 歳までの引き籠り

など色々な障がいを持たれている方で、メンバーは毎年何名か入れ替

わりがありますが文化的活動を通じて社会に溶け込めるような活動をし

ています。継続されている方が新しく入られた方を指導できるので、うま

くグループは回っています。  

昨年は 12 名がこの活動に携わりました。夏場のコルトーナで、この城

塞あたりは大変気持ちの良いところで若い方たちの能力が開花するよう

励んでいますが、ここの城塞に来るのは交通手段が問題です。運転免

許を持ち自家用車で来ることが出来る方が必要で、その方と一緒に来

られる状況を作れることが必要なのです。ここでどの様な仕事をするかと

いうと、例えば写真の展覧会だとすると展示を設営するための仕事や、

食事場所のテーブルの設置や緑地を整備する仕事などをしていただき

ます。 

 私のもう一つの仕事は、活動に参加していただく精神障がい者の仕事の出来具合や日々の状況を精

神保健センターに報告する事です。そして仕事が十分できると確信が持てるようになられた方については、

私たちが雇用し、継続して働いていただきます。このシステムで 2 名の方の就労が実現しました。  

本当は年間で活動したいのですが、冬季や早春は気候的に寒く少し難しい場所なのです。私は 5 年
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前からこの活動をしているのですが、この城塞で本格的に活動を開始したのは 3 年前からになります。  

 

Q)ここでトレーニングされている障がい者に給与は出るのですか？  

A)給与は出ません。交通費が 1 回 4 ユーロ支給されます。普通だったら家から出ないような障がいを持

たれた方が来ています。ここに来るだけでも大変なのに、ここで色々な方たちと交わることはとても大変な

事なのです。給与は出ませんがリハビリテーションにとって大変重要な場所なのです。ここには菜園があ

るので出来た作物は持って帰っても良いことになっています。  

 

 ここには演劇のラボもあります。今日はラボの責任者が休みなので見

て頂くことは出来ませんが、その様な活動もしています。治療の療法の

一環として演劇も取り入れています。  

 ここの活動は経済的に大変で、人が少ないお金も少ないという状況

で、後は情熱だけで行っています。  

 話が長くなりましたが、城塞の中で展示会をやっておりますのでご覧

になってください。  

 

◎通訳  

 この様にイタリアの精神保健の現場は自己犠牲の上に成り立っているといえますが、先頭に立って活動

している方たちは、犠牲を払っているのでは無くそこから学んでいるという感覚をお持ちになっているところ

があります。  

                                    有り難うございました。  
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－編集後記－  

 イタリア研修報告も第 7 回になりましたが、今回でトスカーナ州（アレッツォ・コルトーナ）での報告は終わ

りとなります。次回からはトリエステを報告しますので、楽しみにお待ちください。そして本年度の研修は？

と考えると、未だ先の見えない状況が続いています。3 回目の緊急事態宣言が 4 都府県に発令され、ま

ん延防止等重点措置が 7 県に出ており、共に 5 月 11 日まででゴールデンウイークを丸ごと含んでおりま

す。感染拡大防止に努めると共に不運にも感染された方やご家族に寄り添う気持ちも重要と感じます。

高齢者ワクチン接種を 7 月中に完了したいと政府は発表していますので、今回が最後の頑張りと信じて

乗り切りましょう。（m.niki）  
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